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器具機械55  医療用洗浄器 

一般医療機器  一般的名称：鼻用洗浄器 （JMDN コード 41599000） 

ファースト鼻洗浄器 
 

*【警 告】 

・天然ゴムラテックスによるアナフィラキシーの経験がある医療従事者

及び、患者は使用しないこと。 

 
【形状・構造及び原理等】 

１．原理 

逆止弁の付いた中間のポンプを操作することにより、端末から吸い上げ

た液体を先端から噴出させる。 

*原材料：天然ゴム、真鍮クロムメッキ、ニトリルゴム、ステンレス、エチレ

ンプロピレンゴム 

 

*２．形状 

３．種類 

鼻腔洗浄器（エネマシリンジ） 

 

*【使用目的又は効果】 

薬剤を直接鼻腔に適用するために用いる。ホーン型のカップ・ホルダ等 

があり、これに鼻の内腔から注入し、粘膜及び鼻の通路を洗浄及び治療 

する温かい塩水等の治療液を充填する。 

 

**【使用方法等】 

・本製品は使用する前に洗浄、消毒を行ってください。（【保守・点検に係 

る事項】をご参照ください。） 

・本製品は再使用可能です。使用後は適切な方法で洗浄を行い保管し 

てください。 

使用方法 

 ①洗浄液として、ぬるま湯程度に温めた生理食塩水を準備してください。 

 ②洗浄液内に尻弁を沈めた状態で数回ゴム球を押しつぶし、オリーブ 

から洗浄液が出ることを確認してください。 

 ③うつむいた状態で片方の鼻にオリーブをあて「あー」と発声しながら 

ゴム球を押しつぶして洗浄してください。押しつぶす強さによって洗浄 
液の出る圧力がかわりますので、調整して行ってください。 

 ④数回洗浄を繰り返した後、他方の鼻でも洗浄を行ってください。 

 ⑤洗浄後は洗浄液が鼻内や口腔内に残らないようにしてください。 

 ⑥使用後は本製品に真水を通して十分洗浄してください。詳しくは【保 

守・点検に係る事項】を参照してください。 

 

**【使用上の注意】 

１．重要な基本的注意 

・天然ゴムは、かゆみ、発疹、蕁麻疹、むくみ、発熱、呼吸困難、喘息様

症状、血圧低下、ショック等のアレルギー性症状を稀に引き起こす可能

性があります。このような症状を起こした場合には、直ちに使用を中止

し、適切な処置を施してください。 

・本製品を曲げ、切削、打刻（刻印）などの二次加工（改造）をすることは、

破損の原因となるので絶対に行わないでください。 

 
２．新品の器械を使用する前 

適切な方法で本製品を洗浄、消毒処理してからご使用ください。 

 

３．その他の注意 

・本製品を使用しての鼻の洗浄は声を出しながら行い、洗浄液を飲み込 

まないようにしてください。 

・鼻の洗浄液として水道水や蒸留水をそのまま使用しないでください。 

・使用目的以外での用途では使用しないでください。本製品の使用に際 

しては医師の指導のもと、使用方法を熟知したうえで行ってください。 

 

*【保管方法及び有効期間等】 

１．保管方法 

貯蔵・保管にあたっては必ず本製品を乾燥させてください。高温・多湿・ 

冷温・直射日光及び蛍光灯の光、水漏れを避けて保管してください。 

 

２．使用期間 

本製品の一部でも変形、破損して品質、機能、性能が維持できない場合 

は、新しい製品と交換してください。 

 

**【保守・点検に係る事項】 

１．日常の洗浄、潤滑 

・使用後は、できるだけ早く血液、体液、組織などの汚物を除去し、職業 

感染防止のために洗浄・消毒を行ってください。 

・汚染除去に用いる洗剤は、洗浄方法、材質に適したものを選択し、適 

正な濃度で使用してください。 

・洗剤の残留が無いよう十分にすすぎをしてください。 

・洗浄後はオリーブが下になるように吊るして、乾燥させてください。 

・本製品の再使用にあたり必要と判断した場合は、消毒、滅菌を行ってく 

ださい。塩素系、ヨウ素系、強アルカリ、強酸性など金属を腐食させるお 

それのある消毒剤や、ゴムを変質させるおそれのある消毒剤は使用を 

避けてください。また、本製品の温度が 70℃以上になる滅菌方法も避

けてください。 

・ハンダ外れ、メッキ剥離や破損の原因となるため、超音波洗浄器を使
用しないでください。 

・ゴムの劣化及び金属を腐食させるおそれのある洗剤・消毒剤は使用し
ないでください。 
・本製品は、破損のおそれがあるため高圧蒸気滅菌器での滅菌を行わ

ないでください。 
・本製品は、劣化のおそれがあるため洗浄装置（ウォッシャーディス イ
ンフェクタ等）で洗浄しないでください。 

 

２．保守・点検 

・弁が動かなくなった場合は、尻弁または中間弁を多少強めに叩いて、

つまりや固着を改善させてください。改善されない場合は部品交換が必

要です。消耗部品のご購入の際は当社または代理店まで連絡ください。 

・洗浄後、消毒後、使用前後は本製品に錆、表面の損傷、亀裂の兆候が

ないことを確認してください。 

・外観に問題がない場合でも内部で劣化が進んでいることもあります。使

用中に異常を感じた場合は本製品の使用を中止してください。 

 

**【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 

製造業者 

東京都文京区本郷２－２７－１６ 

                         TEL ０３－３８１４－０１１１ 

                                FAX ０３－３８１４－０１３５ 
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